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障害者が「介助犬」と生活することに関する地域住民の意識調査
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目的　身体障害者の「介助犬」使用における公衆衛生学的問題点を明らかにし，地域での介助犬

使用に関するガイドライン作成の際の基礎資料を得ることを目的とした。

対象と方法

　1.　首都圏4地域での健康・福祉講座に参加した地域住民男女423人（1O代～70代）に対

して「介助犬」に関するPRビデオ視聴後に無記名自記式アンケート調査をおこない，障害

者が「介助犬」と生活する上で，容認できない事項，不安・不快を感じる事項に関して質問

した。

　2.　都内中心部のスーパーマーケット内において障害者が介助犬同伴で買い物をしている

現場を目撃した買い物客103人（10代～70代）に対して，その感想を質問した。また，同時

に，同店内で目撃しなかった客84人（10代～70代）に対しても同様の聞き取りを実施した。

結果　ビデオ視聴後の調査では「介助犬」に対する周知度は「知っていた」と回答した者は全体

で31.8％であった。「利用して欲しくない場所」は「有り」と回答した者は全体の20.4％で，

特に高齢者が32.5％と高かった。具体的な場所は飲食店（7.3～22.5％），医療機関（8.5～

12.5％）を挙げた者が多く，高齢者層が最も高かった。「我慢のできない行為」については

「有り」と回答した者は全体で33.5％おり，特に高齢者では51.3％と高かった。具体的な行

為としては「食品をくわえる」が全体で27.3％と高かった。また介助犬に対する不安・不快

感については感染症（15.3～19.0％），毛の散乱（9.5～21.3％），負傷（4.4～7.4％）が主に

指摘された。とりわけこうした否定的な意見はほとんどすべての項目で高齢者層が最も高か

った。また「身近に身体障害者がいるか？」については「いる」ないし「いた」と回答した

者の割合は44.1％であった。クロス集計の結果，「漠然とした不安・不快感」の有無（P＜

0.01）および「人獣共通感染症」（P＜0.01）への不安については，「犬の飼育経験」ありの

者の方が不安は少なかった。一方，店内聞き取り調査では「買い物を介助している様子に対

する印象」については「微笑ましい」と回答した者は目撃群（79.6％），非目撃群（81.0％）

とともに高く，「不愉快」と回答した者はいなかった。「商品をくわえる作業」については

「特に気にならない」および「公衆衛生上，安全が保証されていれば気にならない」を合わ

すと両群ともに92.2％および89.1％と極めて高かった。また，「買い物時にどうしても我慢

の出来ない行為」については「あり」が両群共に8人および4人とわずかで，「入店自体」

については全員が否定しなかった。目撃群と非目撃群間ではほとんどすべての項目で回答に

有意差を認めなかった。

結論　対象者は介助犬に対してイメージとしてはきわめて肯定的であるが，「人獣共通感染症」

「医療機関利用」をはじめとした公衆衛生上の不安は依然として根強いことが明らかになっ

た。全般的に否定的な意見は高齢者において多かった。
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